
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
三
月
二
十
五
日
発
行

『
大
倉
山
論
集
』　
第
六
十
八
輯
抜
刷

（
公
益
財
団
法
人
　
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

井
上
円
了
の
活
動
主
義
に
つ
い
て

竹
　
村
　
牧
　
男



37

井
上
円
了
の
活
動
主
義
に
つ
い
て
（
竹
村
）

井
上
円
了
の
活
動
主
義
に
つ
い
て

竹　

村　

牧　

男

　
　

目
　
次

　

は
じ
め
に

一　

創
立
者
・
井
上
円
了　

略
年
譜

二　

井
上
円
了
の
著
作

三　

井
上
円
了
の
言
葉
か
ら

　
（
一
）
円
了
の
哲
学
と
仏
教

　
（
二
）
円
了
の
活
動
主
義

　
（
三
）
人
々
の
た
め
に
生
き
る

　
（
四
）
ど
こ
ま
で
も
積
極
的
に
生
き
る

　
（
五
）
忍
耐
の
重
要
性
に
つ
い
て

　
（
六
）
人
生
七
十
、
な
お
青
年

　

お
わ
り
に
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

は
じ
め
に

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
本
日
は
、
コ
ロ
ナ
禍
下
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
方
々
が
お
集
り
下
さ
り
、
ま
こ
と
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

私
の
前
に
、
透
明
な
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
万
一
、
飛
沫
が
そ
れ
を
越
え
て
い
く
と
問
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
マ
ス

ク
を
着
用
し
た
ま
ま
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
当
に
、
飛
沫
に
負
え
な
い
こ
と
だ
と
存
じ
ま
す
。

　

ご
紹
介
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
私
は
昨
年
（
二
〇
二
〇
年
）
三
月
末
ま
で
、
お
よ
そ
十
年
間
ほ
ど
、
東
洋
大
学
の
学
長
を
務
め
て
お

り
ま
し
た
。
実
は
こ
こ
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
と
東
洋
大
学
と
は
、
深
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
研
究
所
を
設
立
な
さ
れ
た
大
倉
邦
彦

先
生
に
は
、
以
前
、
東
洋
大
学
の
学
長
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
昭
和
十
二
年
七
月
か
ら
、
昭
和
十
八
年
六

月
ま
で
、
二
期
六
年
間
、
学
長
と
し
て
東
洋
大
学
の
発
展
に
尽
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
文
学
部
一
つ
の
単
科
大
学
で
あ
っ

た
と
こ
ろ
、
社
会
科
学
系
の
学
問
も
導
入
し
て
新
た
に
二
学
科
を
増
設
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
後
の
総
合
大
学
へ
の
道
を
拓
く
も
の

で
し
た
。
大
倉
学
長
の
時
代
に
、
学
生
数
も
か
な
り
増
加
し
ま
し
た
。

　
『
東
洋
大
学
護
国
会
会
報
』
第
十
一
号
（
昭
和
十
八
年
十
月
）
に
は
、「
大
倉
先
生
は
就
任
以
来
六
ヶ
年
、
終
に
終
始
無
俸
給
で
奉
任
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
た
び
た
び
私
財
を
本
学
の
為
に
投
じ
て
、
そ
の
額
、
実
に
十
数
万
円
の
巨
額
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
二
、
三
の
事
実
の
前
に
も
、
我
々
は
先
生
の
御
深
恩
を
終
生
わ
す
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
あ
る
と
言
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
、
大
倉
邦
彦
先
生
は
東
洋
大
学
の
大
恩
人
で
あ
り
ま
し
て
、
し
た
が
っ
て
こ
の
研
究
所
と
は
、
今
後
も
緊
密
な
関
係
を
維

持
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
今
日
は
、
東
洋
大
学
の
創
立
者
井
上
円
了
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
が
十
年
間
も
東
洋
大
学
の
学
長
を
務
め
た
の
は
、
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（
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創
立
者
の
井
上
円
了
の
人
と
思
想
に
魅
せ
ら
れ
た
か
ら
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
円
了
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
魅
力
か
と

言
い
ま
す
と
、
概
略
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　

一　

民
衆
に
対
す
る
教
育
の
情
熱
の
深
さ
。
そ
の
た
め
に
、
自
ら
属
す
る
宗
門
も
出
た
こ
と
。

　
　

二　

哲
学
を
踏
ま
え
た
仏
教
の
解
明
。
智
・
情
、
理
論
・
実
践
、
実
に
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
。

　
　

三　

伝
統
を
深
く
汲
み
、
高
度
な
日
本
仏
教
を
広
く
海
外
へ
輸
出
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。

　

大
倉
邦
彦
先
生
も
、
円
了
の
思
想
を
高
く
評
価
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
大
倉
邦
彦
の
思
想
と
円
了
の
思
想
の
比
較
研
究
は
、
興

味
深
い
今
後
の
課
題
で
し
ょ
う
。

　

本
日
は
、
本
講
演
会
の
今
期
の
統
一
テ
ー
マ
で
あ
る
、「
こ
こ
ろ
を
磨
き
、
か
ら
だ
を
鍛
え
る
」
に
ち
な
み
、
円
了
の
「
活
動
主
義
の

思
想
」
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
　
創
立
者
・
井
上
円
了
　
略
年
譜

　

ま
ず
、
円
了
の
ご
く
簡
単
な
略
年
譜
を
掲
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
以
下
の
よ
う
で
す
。

　
　

安
政
　
五
年
（
一
八
五
八
）　
　
二
月
四
日
（
新
暦
三
月
一
八
日
）、
越
後
国
大
谷
派
慈
光
寺
の
長
男
と
し
て
誕
生

　
　

明
治　

四
年
（
一
八
七
一
）　　

東
本
願
寺
に
て
得
度

　
　

明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）　　

京
都
東
本
願
寺
の
教
師
教
校
に
入
学

　
　

明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）　　

四
月
、
東
本
願
寺
留
学
生
と
し
て
上
京　

九
月
、
東
京
大
学
予
備
門
に
入
学

　
　

明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）　
　
九
月
、
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
に
入
学
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四
年
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月

　
　

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）　
　
七
月
、
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
卒
業

　
　

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）　
　
九
月
、
哲
学
館
を
創
立
、
麟
祥
院
で
開
校
式
を
挙
行

　
　

明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）　　

政
教
社
が
雑
誌
『
日
本
人
』
を
創
刊
、
同
社
の
創
設
に
参
加　

六
月
、
欧
米
視
察

　
　

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）　　

�

郷
里
の
父
か
ら
の
帰
郷
の
要
望
に
対
し
、
仏
教
の
危
機
存
亡
の
重
大
時
局
に
つ
き
帰
郷
不
能
の
手

紙
を
出
す

　
　

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）　　

哲
学
館
専
門
科
設
立
の
た
め
全
国
巡
講
を
開
始
（
二
六
年
ま
で
継
続
）

　
　

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）　　

迷
信
打
破
の
た
め
妖
怪
研
究
会
を
設
立

　
　

明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）　　

東
洋
大
学
設
立
と
東
洋
図
書
館
建
設
の
旨
趣
を
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
第
二
回
全
国
巡
講
開
始
（
三
五
年
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
六
月
、『
仏
教
哲
学
系
統
論
』
に
よ
り
文
学
博
士
の
学
位
を
受
け
る

　
　

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）　　

哲
学
館
、
現
在
の
白
山
校
地
に
移
転

　
　

明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）　　

哲
学
館
大
学
部
開
設
を
予
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

一
一
月
、
欧
米
お
よ
び
イ
ン
ド
の
教
育
事
情
視
察
の
た
め
外
遊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

一
二
月
、
哲
学
館
事
件
発
生

　
　

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）　　

修
身
教
会
設
立
趣
意
書
を
全
国
に
配
布　
『
広
く
同
窓
諸
子
に
告
ぐ
』
を
発
表

　
　

明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）　　

四
月
、
哲
学
館
大
学
開
校
式
を
挙
行
、
哲
学
館
大
学
長
に
就
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

哲
学
堂
落
成
式
を
挙
行
し
、
四
聖
を
祀
る

　
　

明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）　　

大
学
長
を
辞
し
名
誉
学
長
と
な
る　

哲
学
堂
に
退
隠
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四
月
、
修
身
教
会
運
動
の
た
め
大
正
八
年
ま
で
全
国
を
巡
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

六
月
、
哲
学
館
大
学
を
私
立
東
洋
大
学
と
改
称

　
　

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）　　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
、
北
欧
、
南
欧
、
南
米
等
の
視
察

　
　

大
正　

二
年
（
一
九
一
三
）　　

哲
学
堂
の
講
堂
落
成

　
　

大
正　

六
年
（
一
九
一
七
）　　

東
洋
大
学
創
立
三
〇
周
年
記
念
式
典
、
記
念
講
演

　
　

大
正
　
八
年
（
一
九
一
九
）　
　
六
月
、
大
連
で
逝
去

　

こ
の
よ
う
に
、
円
了
は
長
岡
地
方
の
お
寺
に
生
ま
れ
、
そ
の
後
、
東
京
大
学
で
哲
学
を
学
び
、
明
治
二
〇
年
に
私
立
哲
学
館
を
創
設
し

て
哲
学
を
ベ
ー
ス
に
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し
、
そ
の
後
、
明
治
三
九
年
、
哲
学
館
大
学
を
辞
し
て
以
降
、
生
涯
、
全
国
を
講
演
し
て
回

り
、
社
会
教
育
に
挺
身
し
ま
し
た
。
大
正
八
年
、
大
連
で
の
講
演
の
際
に
身
体
の
不
調
を
き
た
し
、
そ
の
ま
ま
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
あ
の
当
時
に
三
た
び
、
海
外
視
察
旅
行
に
出
て
い
る
こ
と
で
す
。
明
治
二
一
年
、
明
治
三
五
年
、
明
治
四
四
年
の
三

回
で
す
。
い
ず
れ
も
一
年
近
く
の
旅
で
、
三
回
目
は
、
主
に
南
半
球
を
回
っ
て
お
り
、
円
了
は
実
に
地
球
の
す
み
ず
み
ま
で
旅
行
し
て
い

た
の
で
す
。
し
か
し
そ
の
視
察
に
よ
っ
て
、
西
洋
か
ぶ
れ
に
な
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
日
本
の
伝
統
思
想
、
芸
術
、
文
化
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
日
本
の
大
乗
仏
教
を
世
界
に
知
ら
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
る
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
国
内
の
講
演
旅
行
は
三
期
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
哲
学
館
大
学
退
任
後
だ
け
で
も
、
五
千
回
は
ゆ
う
に
超
え
て
い
ま

す
。
民
衆
の
一
人
ひ
と
り
の
知
性
の
向
上
に
、
生
涯
そ
れ
こ
そ
奮
闘
し
て
や
ま
な
か
っ
た
の
で
し
た
。



42

『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

二
　
井
上
円
了
の
著
作

　

次
に
、
円
了
は
学
生
時
代
か
ら
執
筆
活
動
を
行
い
、
生
涯
に
お
び
た
だ
し
い
ほ
ど
の
著
作
を
公
刊
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
、
主
な
も

の
を
挙
げ
て
み
ま
す
と
、
次
の
よ
う
で
す
。

　
　
『
真
理
金
針
』『
仏
教
活
論
序
論
』『
仏
教
活
論
本
論
』『
活
仏
教
』

　
　
『
哲
学
一
夕
話
』『
哲
学
要
領
』（
前
・
後
編
）『
純
正
哲
学
講
義
』『
哲
学
早
わ
か
り
』『
哲
学
新
案
』

　
　
『
仏
教
通
観
』『
仏
教
大
意
』『
大
乗
哲
学
』『
仏
教
哲
学
』

　
　
『
日
本
仏
教
』『
真
宗
哲
学
序
論
』『
禅
宗
哲
学
序
論
』『
日
宗
哲
学
序
論
』

　
　
『
外
道
哲
学
』『
イ
ン
ド
哲
学
綱
要
』

　
　
『
宗
教
新
論
』『
比
較
宗
教
学
』『
宗
教
学
講
義
』『
宗
教
哲
学
』

　
　
『
倫
理
通
論
』『
倫
理
摘
要
』『
日
本
倫
理
学
案
』

　
　
『
通
信
教
授　

心
理
学
』『
心
理
摘
要
』『
東
洋
心
理
学
』『
仏
教
心
理
学
』『
心
理
療
法
』

　
　
『
教
育
総
論
』『
教
育
宗
教
関
係
論
』

　
　
『
妖
怪
学
講
義
』『
妖
怪
玄
談
』『
星
界
想
遊
記
』

　
　
『
欧
米
各
国
政
教
日
記
』『
南
船
北
馬
集
』

　
　
『
円
了
茶
話
』『
甫
水
論
集
』『
円
了
講
話
集
』『
奮
闘
哲
学
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
『
井
上
円
了
選
集
』
全
二
五
巻
（
学
校
法
人
東
洋
大
学
）

　

円
了
は
哲
学
者
、
教
育
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
、
哲
学
関
係
の
著
作
の
み
な
ら
ず
、
仏
教
学
は
も
ち



43

井
上
円
了
の
活
動
主
義
に
つ
い
て
（
竹
村
）

ろ
ん
、
宗
教
学
、
倫
理
学
、
心
理
学
、
教
育
学
等
に
わ
た
っ
て
、
高
度
で
先
駆
的
な
業
績
を
あ
げ
て
い
る
の
で
す
。
さ
ら
に
あ
ら
ゆ
る
学

問
を
動
員
し
た
、
超
学
際
的
な
、「
妖
怪
学
」
の
学
問
体
系
の
樹
立
も
果
た
し
ま
し
た
。
私
は
、
円
了
は
「
近
代
日
本
の
人
文
学
の
父
」

と
言
う
べ
き
存
在
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
円
了
の
こ
う
し
た
一
面
を
、
ぜ
ひ
世
の
中
の
人
々
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

な
お
、
こ
の
『
井
上
円
了
選
集
』
全
二
五
巻
の
す
べ
て
は
、
東
洋
大
学
図
書
館
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
て
公
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
覗
い
て
み
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

三
　
井
上
円
了
の
言
葉
か
ら

（
一
）
円
了
の
哲
学
と
仏
教

　

さ
て
、
こ
れ
よ
り
円
了
の
活
動
主
義
に
つ
い
て
、
円
了
自
身
の
言
葉
を
基
に
探
っ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
円
了
は
少
年
の
こ
ろ

か
ら
中
国
の
古
典
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
な
が
ら
に
儒
教
に
は
何
か
求
め
る
も
の
が
無
い
よ
う
に
感
じ
た
よ
う
で
す
。
そ
の

後
、
か
の
長
岡
洋
学
校
に
学
び
、
キ
リ
ス
ト
教
も
学
び
ま
す
が
、
そ
れ
も
意
に
か
な
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
か
と
言
っ
て
、

自
分
の
生
家
の
お
寺
の
仏
教
に
つ
い
て
は
、
何
か
胡
散
臭
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
、
東
本
願
寺
の
教
師
教
校
で
英

学
生
と
し
て
学
ぶ
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
東
京
大
学
に
派
遣
さ
れ
、
哲
学
科
に
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
頃
、
東
大
の
文
科
大
学

に
は
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
い
て
、
西
洋
哲
学
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、『
大
乗
起
信
論
』
を
講
じ
た
原
坦
山
、『
八
宗
綱

要
』
や
『
天
台
四
教
儀
』
を
講
じ
た
吉
谷
覚
寿
も
い
て
、
こ
こ
で
円
了
は
東
西
の
哲
学
を
学
ぶ
の
で
す
。
そ
う
し
た
中
、
西
洋
哲
学
を
学

ぶ
中
で
、
特
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
想
に
い
た
く
感
銘
を
受
け
、
そ
こ
に
追
い
求
め
て
き
た
真
理
が
あ
っ
た
と
確
信
し
た
の
で
し
た
。
翻
っ
て
、
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仏
教
の
思
想
を
顧
み
た
時
、
そ
こ
に
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
と
同
等
の
思
想
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
発
見
し
た
と
言
い
ま
す
。
そ
の
、
円
了

の
思
想
形
成
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
思
い
を
述
べ
た
文
章
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
読
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

す
で
に
哲
学
界
内
に
真
理
の
明
月
を
発
見
し
て
、
更
に
顧
み
て
他
の
旧
来
の
諸
教
を
見
る
に
、
ヤ
ソ
教
の
真
理
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
い

よ
い
よ
明
ら
か
に
し
て
、
儒
教
の
真
理
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
ま
た
た
や
す
く
証
す
る
こ
と
を
得
た
り
。
ひ
と
り
、
仏
教
に
至
り
て
は
、

そ
の
説
、
大
い
に
哲
理
に
合
す
る
を
見
る
。
余
、
こ
こ
に
お
い
て
再
び
仏
典
を
閲
し
、
ま
す
ま
す
そ
の
説
の
真
な
る
を
知
り
、
手
を

拍
し
て
喝
采
し
て
曰
く
、
何
ぞ
知
ら
ん
、
欧
州
数
千
年
来
、
実
究
し
て
得
た
る
と
こ
ろ
の
真
理
、
早
く
す
で
に
東
洋
三
千
年
前
の
太

古
に
あ
り
て
備
わ
る
を
。
し
か
し
て
余
が
幼
時
、
そ
の
門
に
あ
り
て
真
理
の
そ
の
教
中
に
存
す
る
を
知
ら
ざ
り
し
は
、
当
時
余
が
学

識
に
乏
し
く
し
て
、
こ
れ
を
発
見
す
る
の
力
な
き
に
よ
る
。
…
…
こ
れ
実
に
明
治
十
八
年
の
こ
と
な
り
。
こ
れ
を
余
が
仏
教
改
良
の

紀
年
と
す
。（『
仏
教
活
論
序
論
』、『
井
上
円
了
選
集
』（
以
下
、『
選
集
』）
第
三
巻
、
三
三
七
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
、
円
了
は
西
洋
哲
学
が
説
く
真
理
の
立
場
か
ら
他
の
哲
学
・
宗
教
等
を
見
た
と
き
、
ひ
と
り
仏
教
の
み
は
す
で
に
同
じ
真

理
を
説
い
て
い
た
と
再
認
識
で
き
た
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
と
き
、
円
了
は
「
手
を
拍
し
て
喝
采
し
」
た
と
あ
る
よ
う
に
、
大
い
に
喜
ん

だ
の
で
し
た
。
こ
れ
は
、
明
治
十
八
年
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
東
大
哲
学
科
を
卒
業
す
る
年
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
以
後
、
円

了
の
精
神
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
は
、
哲
学
と
仏
教
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

で
は
、
円
了
は
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
、
ど
こ
を
評
価
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
こ
と
は
、
次
の
文
章
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

す
な
わ
ち
絶
対
は
相
対
を
離
れ
て
別
に
存
す
る
に
非
ざ
る
ゆ
え
ん
を
知
る
べ
し
。
…
…
つ
ぎ
に
西
洋
に
あ
り
て
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
氏

の
哲
学
は
相
対
の
外
に
絶
対
を
立
つ
る
を
も
っ
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
こ
れ
を
駁
し
て
相
絶
両
対
不
離
な
る
ゆ
え
ん
を
証
せ
り
。
今
、
仏

教
に
立
つ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
こ
の
両
対
不
離
説
に
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
氏
の
立
つ
る
と
こ
ろ
と
少
し
も
異
な
る
こ
と
な
し
。
す
な
わ

ち
仏
教
に
て
は
、
相
対
の
万
物
の
そ
の
体
、
真
如
の
一
理
に
外
な
ら
ざ
る
ゆ
え
ん
を
論
じ
て
、
万
法
是
真
如
と
い
い
、
真
如
の
一
理
、
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物
心
を
離
れ
て
存
せ
ざ
る
ゆ
え
ん
を
論
じ
て
、
真
如
是
万
法
と
い
い
、
あ
る
い
は
ま
た
、
真
如
と
万
物
と
同
体
不
離
な
る
ゆ
え
ん
を

論
じ
て
、
万
法
是
真
如
・
真
如
是
万
法
、
色
即
是
空
・
空
即
是
色
と
い
う
。（『
真
理
金
針
』〔
続
々
編
〕、『
選
集
』
第
三
巻
、
三
〇

四
～
三
〇
五
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
、
へ
ー
ゲ
ル
は
「
相
絶
両
対
不
離
な
る
ゆ
え
ん
を
証
」
し
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
相
対
と
絶
対
、
現
象
と
実
在

と
が
不
離
同
体
で
あ
る
こ
と
を
論
理
的
に
立
証
し
て
い
る
と
理
解
し
た
の
で
す
。
そ
こ
に
円
了
は
哲
学
の
究
極
の
立
場
を
見
た
の
で
し
た
。

　

こ
の
立
場
か
ら
あ
ら
た
め
て
仏
教
の
思
想
を
見
た
と
き
、
同
様
に
「
万
法
是
真
如
・
真
如
是
万
法
」
と
説
い
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
ま

す
。
そ
れ
は
、
主
に
天
台
の
教
理
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
代
表
と
し
て
、『
摩
訶
止
観
』
に
は
、「
一
色
一
香
、
無
非
中
道
」、

一
つ
の
色
（
視
覚
の
対
象
）
一
つ
の
香
（
嗅
覚
の
対
象
）
も
、
中
道
に
非
ざ
る
は
無
し
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
象
は
そ
の
ま
ま
絶
対

で
あ
る
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。「
色
即
是
空
・
空
即
是
色
」
と
同
じ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
「
空
」
は
空
性
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
諸
法
の
本
性
と
し
て
の
法
性
、
そ
し
て
真
如
と
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
と
仏
教
の
間
に

共
通
の
思
想
を
見
出
し
、
仏
教
の
卓
越
性
を
あ
ら
た
め
て
再
評
価
し
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
疲
弊
し
て
い
た
仏
教
の
復
興
、
再

興
に
全
霊
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
く
の
で
し
た
。

（
二
）
円
了
の
活
動
主
義

　

そ
の
円
了
の
思
想
は
、
や
が
て
「
活
動
主
義
」
に
帰
着
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
、
次
の
文
章
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

余
は
従
来
、
古
今
東
西
の
哲
学
者
の
諸
論
も
そ
の
大
要
だ
け
一
通
り
研
究
し
、
そ
の
帰
す
る
と
こ
ろ
人
生
の
目
的
は
活
動
に
外
な
ら

ぬ
と
自
得
し
、
哲
学
の
目
的
も
人
生
を
向
上
す
る
に
外
な
ら
ぬ
と
知
る
し
、
爾
来
活
動
主
義
を
と
り
て
、
今
日
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

活
動
は
こ
れ
天
の
理
な
り
、
勇
進
は
こ
れ
天
の
意
な
り
、
奮
闘
は
こ
れ
天
の
命
な
り
。
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こ
れ
が
余
の
主
義
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
吾
人
の
天
職
は
こ
の
活
動
に
よ
り
て
、
人
生
を
向
上
せ
し
む
る
に
あ
り
と
自
信
し
て
い
る
。

し
か
し
て
そ
の
向
上
は
一
身
よ
り
始
め
て
一
国
に
及
ぼ
し
、
一
国
よ
り
世
界
に
及
ぼ
す
を
も
っ
て
順
序
を
得
た
る
も
の
と
し
、
何
人

も
国
家
の
た
め
に
尽
瘁
せ
よ
と
唱
え
て
い
る
。（『
奮
闘
哲
学
』、『
選
集
』
第
二
巻
、
四
四
二
～
四
四
三
頁
）

　

こ
こ
で
円
了
は
古
今
東
西
の
哲
学
の
大
要
の
み
ひ
と
と
お
り
研
究
し
た
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
謙
遜
の
辞
で
し
ょ
う
。
大
い
に
東
西

の
哲
学
を
学
ぶ
中
で
、
最
終
的
に
「
活
動
主
義
」
に
至
っ
た
の
だ
と
明
確
に
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
心
を
、「
活
動
は
こ
れ
天
の
理
な
り
、

勇
進
は
こ
れ
天
の
意
な
り
、
奮
闘
は
こ
れ
天
の
命
な
り
」
と
い
う
句
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
何
か
元
気
が
出
る
句
で
す
ね
。
最
後
に
、

「
何
人
も
国
家
の
た
め
に
尽
瘁
せ
よ
」
と
あ
る
の
は
、
当
時
の
時
勢
が
反
映
し
て
い
る
も
の
で
、
今
日
に
お
い
て
は
、「
何
人
も
地
球
社
会

の
た
め
に
尽
瘁
せ
よ
」
と
読
み
替
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

円
了
の
最
晩
年
の
随
筆
集
に
『
奮
闘
哲
学
』
と
い
う
本
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
題
名
は
こ
の
「
奮
闘
は
こ
れ
天
の
命
な
り
」
か
ら
取
ら

れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
後
年
、
日
本
全
国
ど
こ
に
で
も
出
か
け
て
講
演
し
て
や
ま
な
か
っ
た
生
き
方
は
、
ま
さ
に
奮
闘
そ
の
も
の
で
し

た
。「
奮
闘
」
は
、
円
了
の
代
名
詞
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

で
は
、
こ
の
「
活
動
主
義
」
の
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
思
想
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
し
て
、
次
の

言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　
　

見
よ
鳥
は
飛
び
魚
は
泳
ぎ
、
水
は
流
れ
雲
は
動
く
で
は
な
い
か
。
こ
れ
み
な
無
字
の
経
、
不
文
の
教
え
で
は
な
い
か
。
こ
れ
を
一
括

し
て
い
わ
ば
、
物
み
な
活
動
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
し
か
ら
ば
吾
人
も
ま
た
活
動
す
べ
き
が
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
て
活
動
は
な

ん
に
よ
っ
て
起
こ
る
か
と
い
う
に
、
宇
宙
の
内
部
に
潜
在
せ
る
大
勢
力
の
発
動
で
あ
る
。
こ
の
勢
力
に
よ
っ
て
世
界
が
循
化
す
る
に

至
る
。
し
か
し
て
そ
の
勢
力
の
至
純
な
る
も
の
が
吾
人
の
精
神
内
に
伝
わ
り
、
わ
が
生
来
固
有
せ
る
先
天
の
良
心
と
な
り
て
、
わ
れ

に
命
令
を
与
う
る
に
至
る
。
故
に
外
に
万
物
の
活
動
を
見
、
内
に
良
心
の
命
令
に
聴
か
ば
、
人
生
の
目
的
お
の
ず
か
ら
判
明
し
、
己
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の
力
の
あ
ら
ん
限
り
を
尽
く
し
て
、
向
上
活
動
す
べ
き
も
の
な
る
を
自
覚
す
る
に
至
る
。（
同
前
、
二
五
五
～
二
五
六
頁
）

　

経
典
は
言
葉
で
真
理
を
表
現
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、
鳥
・
魚
、
水
・
雲
等
、
自
然
は
言
葉
に
よ
ら
ず
、
そ
の
姿
・
あ
り
方
そ
の
も
の

で
真
理
を
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
要
点
は
、「
物
み
な
活
動
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
真
実
か
ら
す
れ
ば
、
自
分
も
ま
た
活

動
す
べ
き
で
あ
る
と
言
う
の
で
す
。
こ
の
考
え
方
は
、
お
そ
ら
く
『
易
経
』
の
、「
天
行
、
健
や
か
な
り
、
君
子
、
以
て
自
ら
彊つ

と

め
て
息や

ま
ず
」
か
ら
来
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
宇
宙
の
活
動
は
一
瞬
の
間
も
無
く
進
行
し
て
い
る
。
君
子
た
る
者
は
そ
の
こ
と
に
感
じ
入
っ
て
、

自
ら
努
め
励
ん
で
や
ま
な
い
も
の
だ
、
と
い
う
の
で
す
。
そ
の
根
本
を
、
円
了
は
「
宇
宙
の
内
部
に
潜
在
せ
る
大
勢
力
の
発
動
」
と
表
現

し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
己
と
宇
宙
に
は
た
ら
い
て
い
る
大
い
な
る
力
に
乗
託
し
て
、「
己
の
力
の
あ
ら
ん
限
り
を
尽
く
し

て
、
向
上
活
動
す
べ
き
」
な
の
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
自
彊
不
息
」
こ
そ
が
、
円
了
の
人
生
観
の
根
本
に
あ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
た
だ
頑
張
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
円
了
は
、「
こ
の
活
動
奮
闘
に
よ
り
て
、

人
生
を
向
上
せ
し
む
る
に
は
、
道
徳
を
根
底
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ず
い
ぶ
ん
世
間
に
乱
奮
闘
、
暴
活
動
が
あ
る
。
故
に
人
生
の
目
的

は
道
徳
的
活
動
、
す
な
わ
ち
良
心
の
指
導
の
下
に
活
動
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
前
に
し
ば
し
ば
述
べ
て
お
い
た
」（
同
前
、
四
四
三

頁
）
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
悪
の
実
行
に
か
か
る
「
乱
奮
闘
、
暴
活
動
」
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
勇
進
・
奮
闘
は
、
あ
く
ま
で
も

「
良
心
の
指
導
の
下
に
活
動
す
る
も
の
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

（
三
）
人
々
の
た
め
に
生
き
る

　

ま
た
、
円
了
は
そ
の
活
動
主
義
の
実
践
の
場
を
、
具
体
的
な
現
実
社
会
に
求
め
て
い
ま
し
た
。
人
々
の
た
め
に
活
動
す
る
の
で
な
く
て

は
、
意
味
が
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
こ
と
を
、
向
上
門
と
向
下
門
の
併
置
と
い
う
仕
方
で
説
い
て
い
ま
す
。
次
の
よ
う
で
す
。

　
　

哲
学
は
物
心
相
対
の
境
遇
よ
り
絶
対
の
真
際
に
論
到
す
る
学
と
す
る
は
、
哲
学
の
向
上
門
で
あ
る
。
こ
の
向
上
門
の
外
に
更
に
絶
対
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の
域
よ
り
相
対
界
へ
論
下
す
る
一
道
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
仮
に
向
下
門
と
名
付
け
て
お
く
。
す
な
わ
ち
哲
学
の
応
用
の
方
面
で
あ
る
。

も
と
よ
り
宗
教
に
も
向
下
門
あ
れ
ど
、
哲
学
と
や
や
そ
の
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
も
し
哲
学
に
向
上
の
み
あ
り
て
、
向
下
な
き
と
き

は
、
た
だ
学
者
が
己
の
知
欲
を
満
た
す
ま
で
の
学
と
な
り
、
世
道
人
心
の
上
に
な
ん
ら
益
す
る
と
こ
ろ
な
き
に
至
り
、
畢
竟
無
用
の

長
物
た
る
を
免
れ
ぬ
。
よ
っ
て
哲
学
に
は
必
ず
向
上
向
下
の
二
門
を
併
置
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。（
同
前
、
二
三
一
頁
）

　

ふ
つ
う
哲
学
と
い
う
と
、
存
在
や
時
間
や
認
識
や
言
語
等
、
そ
の
本
質
を
ど
こ
ま
で
も
探
っ
て
い
く
深
遠
な
学
問
の
よ
う
に
思
わ
れ
て

い
ま
す
。「
絶
対
の
真
際
」
と
は
、「
絶
対
と
い
う
真
実
の
き
わ
み
」
と
言
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
論
究
し
て
い
く
の
が
哲
学
だ
と
思

わ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
絶
対
の
域
か
ら
現
実
の
具
体
的
な
世
界
に
降
り
て
き
て
そ
の
あ
り
方
を
論
じ
て
い
く
、
さ
ら
に
は
そ
の
理
念
を

実
践
し
て
い
く
こ
と
も
、
哲
学
と
い
う
学
問
そ
の
も
の
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
言
う
の
で
す
。
た
だ
真
理
を
求
め
て
探
究
し
て
い
く
の

み
で
は
、
単
な
る
自
己
満
足
に
過
ぎ
ず
、
意
味
が
な
い
と
断
言
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
哲
学
に
は
向
上
門
と
、
そ
こ
で
得
た
真
理

を
具
体
的
に
社
会
に
生
か
し
て
い
く
向
下
門
の
両
方
が
、
必
ず
用
意
さ
れ
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
の
で
す
。

　

で
は
こ
こ
で
、
向
上
門
と
向
下
門
と
の
関
係
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
円
了
は
非
常

に
鋭
い
指
摘
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
よ
う
で
す
。

　
　

し
か
し
あ
ら
ゆ
る
事
情
を
離
れ
て
単
に
哲
学
そ
の
も
の
よ
り
い
え
ば
、
向
上
が
そ
の
特
性
と
す
る
と
こ
ろ
に
し
て
、
こ
れ
に
重
き
を

置
く
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
も
、
も
し
更
に
進
ん
で
そ
の
向
上
は
な
ん
の
た
め
か
と
問
わ
ば
、
向
下
せ
ん
た
め
な
り
と
答
え
ざ
る
を
得

な
い
。
す
な
わ
ち
向
下
せ
ん
た
め
の
向
上
に
し
て
、
向
上
門
は
方
便
、
向
下
門
は
目
的
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
現
今
に
あ
り
て
向

上
門
は
古
来
の
説
を
反
復
す
る
ま
で
な
れ
ば
、
哲
学
の
大
本
と
し
て
は
、
余
は
す
で
に
そ
の
理
源
を
究
め
尽
く
せ
り
と
思
う
。
故
に

余
は
近
来
も
っ
ぱ
ら
向
下
の
一
道
に
全
力
を
注
ぎ
つ
つ
あ
る
。（
同
前
、
二
三
五
頁
）

　

向
上
す
る
の
は
、
向
下
す
る
た
め
だ
と
言
う
の
で
す
。
向
下
門
こ
そ
が
目
的
で
、
向
上
門
は
そ
の
方
便
（
手
立
て
）
だ
と
言
う
の
で
す
。
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こ
の
「
向
下
せ
ん
た
め
の
向
上
」
と
い
う
見
方
に
は
、
私
も
目
か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
る
思
い
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
哲
学
だ
け
の
こ
と
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
お
よ
そ
学
問
を
遂
行
し
、
身
に
着
け
た
ら
、
そ
れ
を
社
会
に
応
用
し
生
か
し
て
い
く
べ
き
で
す
。
私
は
こ
の
こ
と

を
、「
他
者
の
た
め
に
自
己
を
磨
く
」
と
い
う
標
語
に
し
て
、
学
生
た
ち
に
訴
え
て
き
ま
し
た
。

（
四
）
ど
こ
ま
で
も
積
極
的
に
生
き
る

　

と
も
あ
れ
、
円
了
は
哲
学
に
従
事
す
る
者
は
、
た
だ
書
物
を
読
む
等
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
書
物
を
離
れ
て
、
現
実
世
界

の
中
で
奮
闘
努
力
す
べ
き
だ
と
説
い
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
、
円
了
自
身
が
実
践
し
て
い
ま
す
。
円
了
は
、
哲
学
を
学
ん
で
き
た
自
ら

の
使
命
と
し
て
、「
一
．
哲
学
を
通
俗
化
す
る
こ
と　

二
．
哲
学
を
実
行
す
る
こ
と
」
を
挙
げ
、
そ
の
二
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を

言
っ
て
い
ま
す
。

　
　

次
に
第
二
の
使
命
た
る
哲
学
を
実
行
化
す
る
こ
と
は
、
老
後
半
生
の
事
業
に
し
て
明
治
三
十
九
年
退
隠
以
後
、
こ
れ
に
取
り
掛
か
り
、

そ
の
中
心
は
和
田
山
哲
学
堂
と
定
め
て
い
る
。
西
洋
の
哲
学
は
理
論
一
方
に
偏
し
て
実
行
方
面
を
疎
外
せ
る
あ
り
さ
ま
で
あ
る
が
、

…
…
し
か
る
に
余
は
哲
学
の
極
致
は
実
行
に
あ
り
と
信
じ
、
向
上
門
内
に
向
下
の
一
道
を
開
達
す
る
を
お
の
れ
の
理
想
と
し
、
哲
学

の
定
義
を
下
し
て
奮
闘
活
動
の
哲
学
と
し
、
こ
れ
を
実
行
上
に
実
現
せ
ん
こ
と
に
、
も
っ
ぱ
ら
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
て

こ
の
点
は
西
洋
哲
学
の
唱
導
せ
ざ
る
と
こ
ろ
な
れ
ば
、
余
は
教
外
別
伝
の
哲
学
、
西
哲
未
発
の
新
案
と
名
づ
け
て
お
く
。（「
哲
学
上

に
お
け
る
余
の
使
命
」、
竹
村
牧
男
監
修
『
井
上
円
了　

妖
怪
玄
談
』、
大
東
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
二
八
二
～
二
八
三
頁
）

　

い
わ
ば
、
活
動
主
義
を
実
行
す
る
こ
と
は
、
西
洋
未
発
の
、
教
外
別
伝
の
哲
学
で
あ
る
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
哲
学
を
行
お
う

と
す
る
人
は
、
た
だ
活
動
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
ま
で
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
円
了
は
法
然
の
「
一
枚
起
請
文
」
を
替

え
て
、
次
の
よ
う
に
謳
っ
て
い
ま
す
。
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和
漢
西
洋
の
も
ろ
も
ろ
の
学
者
た
ち
の
沙
汰
し
申
さ
る
る
哲
学
の
学
に
も
あ
ら
ず
、
ま
た
学
問
に
よ
り
諸
家
の
書
を
読
み
尽
く
し
て

唱
う
る
哲
学
に
も
あ
ら
ず
。
た
だ
忠
君
愛
国
の
た
め
に
奮
闘
尽
瘁
す
れ
ば
、
疑
い
な
く
人
生
の
本
務
を
尽
く
し
う
る
と
心
得
て
活
動

す
る
ほ
か
に
は
、
別
の
子
細
候
わ
ず
。
た
だ
し
宇
宙
観
、
人
生
観
な
ど
と
申
す
こ
と
の
候
は
、
み
な
決
定
し
て
奮
闘
尽
瘁
す
れ
ば
人

生
の
本
務
を
尽
く
し
う
る
内
に
こ
も
り
候
な
り
。
こ
の
ほ
か
に
奥
深
き
こ
と
を
存
ぜ
ば
、
か
え
っ
て
哲
学
の
本
旨
に
は
ず
れ
、
人
生

の
目
的
に
も
違た

が

う
べ
し
。
哲
学
を
行
わ
ん
人
は
、
た
と
え
古
今
の
哲
学
を
こ
と
ご
と
く
学
ば
ず
と
も
、
一
文
不
知
の
愚
鈍
の
身
に
な

り
、
…
…
学
者
の
振
る
舞
い
を
せ
ず
し
て
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
活
動
す
べ
し
。（『
奮
闘
哲
学
』、『
選
集
』
第
二
巻
、
二
八
二
～
二
八

三
頁
）

　

法
然
の
「
一
枚
起
請
文
」
の
原
文
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
お
調
べ
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
円
了
は
結
構
ユ
ー
モ
ア
の
あ

る
方
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
こ
で
も
、「
忠
君
愛
国
の
た
め
に
」
の
句
は
、「
地
球
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
た
め
に
」
と
い
う
よ
う
に

今
日
の
状
況
に
於
い
て
受
け
止
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

す
で
に
哲
学
の
真
理
と
し
て
、
相
対
即
絶
対
・
絶
対
即
相
対
、
万
法
即
尊
如
・
真
如
即
万
法
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
立
場
は
、

現
実
世
界
の
た
だ
な
か
に
真
実
な
る
も
の
、
絶
対
な
る
も
の
を
見
る
、
積
極
的
な
世
界
観
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
を
踏
ま
え
て
活
動
主
義

に
出
て
き
て
い
る
わ
け
で
、
円
了
の
人
生
観
・
世
界
観
は
、
き
わ
め
て
力
強
い
、
前
向
き
の
も
の
と
な
る
こ
と
は
自
然
の
こ
と
で
す
。
今

の
「
奮
闘
努
力
し
」、「
一
向
に
活
動
す
べ
し
」
と
の
言
葉
は
、
そ
の
辺
の
こ
と
を
如
実
に
表
し
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
、
同
じ
よ
う
な
改

作
の
文
章
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
も
ご
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
蓮
如
の
「
白
骨
の
御
文
章
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
真

宗
で
は
門
徒
さ
ん
が
お
な
く
な
り
に
な
っ
た
時
に
唱
え
ら
れ
る
も
の
で
、
実
に
無
常
感
が
深
く
漂
う
文
章
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
ご
参
考
ま

で
に
ま
ず
原
文
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

そ
れ
、
人
間
の
浮
生
な
る
相
を
つ
ら
つ
ら
観
ず
る
に
、
お
よ
そ
は
か
な
き
も
の
は
、
こ
の
世
の
始
中
終
、
幻
の
如
く
な
る
一
期
な
り
。
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さ
れ
ば
未
だ
万
歳
の
人
身
を
受
け
た
と
い
う
事
を
聞
か
ず
。
一
生
、
過
ぎ
易
し
、
今
に
至
り
て
、
誰
か
百
年
の
形
態
を
保
つ
べ
き
や
。

我
や
先
、
人
や
先
、
今
日
と
も
知
ら
ず
、
明
日
と
も
知
ら
ず
、
お
く
れ
先
だ
つ
人
は
、
本
の
雫
・
末
の
露
よ
り
も
繁
し
と
い
え
り
。

さ
れ
ば
、
朝
に
は
紅
顔
あ
り
て
、
夕
べ
に
は
白
骨
と
な
れ
る
身
な
り
。
す
で
に
無
常
の
風
、
来
た
り
ぬ
れ
ば
、
即
ち
二
の
眼
た
ち
ま

ち
に
閉
じ
、
一
の
息
な
が
く
絶
え
ぬ
れ
ば
、
紅
顔
む
な
し
く
変
じ
て
桃
李
の
装
い
を
失
い
ぬ
る
と
き
は
、
六
親
・
眷
属
集
ま
り
て
嘆

き
悲
し
め
ど
も
、
更
に
そ
の
甲
斐
あ
る
べ
か
ら
ず
。
さ
て
し
も
あ
る
べ
き
事
な
ら
ね
ば
と
て
、
野
外
に
送
り
て
夜
半
の
煙
と
な
し
果

て
ぬ
れ
ば
、
た
だ
白
骨
の
み
ぞ
残
れ
り
。
あ
わ
れ
と
い
う
も
な
か
な
か
お
ろ
か
な
り
。
さ
れ
ば
、
人
間
の
は
か
な
き
事
は
、
老
少
不

定
の
さ
か
い
な
れ
ば
、
誰
の
人
も
、
早
く
後
生
の
一
大
事
を
心
に
か
け
て
、
阿
弥
陀
仏
を
深
く
た
の
み
ま
い
ら
せ
て
、
念
仏
申
す
べ

き
も
の
な
り
。
あ
な
か
し
こ　

あ
な
か
し
こ
。

　

こ
の
も
の
悲
し
い
哀
切
な
る
文
章
を
、
円
了
は
「
青
年
奮
闘
文
」
に
仕
立
て
て
し
ま
う
の
で
す
。
次
の
よ
う
で
す
。

　
　

そ
れ
人
間
の
盛
ん
な
る
相
を
つ
ら
つ
ら
観
ず
る
に
、
お
お
よ
そ
楽
し
き
も
の
は
こ
の
世
の
始
中
終
、
極
楽
の
ご
と
く
な
る
一
期
な
り
。

さ
れ
ば
い
ま
だ
地
獄
の
苦
し
み
を
受
け
た
り
と
い
う
こ
と
を
聞
か
ず
。
一
生
送
り
や
す
し
。
今
の
世
に
お
い
て
誰
か
悲
観
の
淵
に
沈

む
べ
き
や
。
わ
れ
や
先
、
人
や
先
、
苦
を
厭
わ
ず
、
労
を
厭
わ
ず
、
互
い
に
競
う
て
働
く
人
は
、
必
ず
福
禄
を
招
く
と
い
え
り
。
さ

れ
ば
朝
に
は
貧
困
あ
り
て
、
夕
に
は
紳
士
と
な
れ
る
身
な
り
。
す
で
に
成
功
の
春
来
た
り
ぬ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
艱
難
の
氷
と
け
て
、

観
楽
の
花
を
開
き
ぬ
れ
ば
、
霜
枯
れ
も
た
ち
ま
ち
変
じ
て
桃
李
の
よ
そ
お
い
を
な
し
ぬ
る
時
は
、
六
親
眷
属
集
ま
り
て
、
天
に
舞
い

地
に
踊
る
も
、
さ
ら
に
そ
の
喜
び
を
尽
く
す
べ
か
ら
ず
。
た
と
え
寿
命
窮
ま
り
て
こ
の
世
を
去
る
に
お
よ
び
て
も
、
功
名
は
千
載
の

後
に
ま
で
残
る
べ
し
。
う
れ
し
と
い
う
も
な
か
な
か
お
ろ
か
な
り
。
さ
れ
ば
た
れ
の
人
も
は
や
く
成
功
の
一
大
事
を
心
に
か
け
て
、

己お
の
れの
力
の
あ
ら
ん
限
り
を
尽
く
し
、
奮
闘
す
べ
き
も
の
な
り
。
あ
な
か
し
こ　

あ
な
か
し
こ
。（「
青
年
奮
闘
文
」、
同
前
、
三
一
六

頁
）
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円
了
が
人
生
に
い
か
に
前
向
き
に
立
ち
向
か
っ
て
い
た
か
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。

（
五
）
忍
耐
の
重
要
性
に
つ
い
て

　

さ
て
、
そ
の
よ
う
に
人
生
に
お
い
て
人
々
の
た
め
に
奮
闘
努
力
し
て
い
る
と
、
何
か
と
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
自
分
に
は
も
う
で
き

な
い
と
悲
観
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
必
要
な
の
は
、
忍
耐
の
心
で
す
。
円
了
は
我
々
の

人
生
に
お
い
て
、
忍
耐
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
、
随
所
に
説
い
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　
　

つ
ぎ
に
自
彊
不
息
（
自
ら
つ
と
め
て
や
ま
ず
）
は
公
徳
と
私
徳
と
を
問
わ
ず
、
文
と
武
と
を
論
ぜ
ず
、
す
べ
て
の
事
業
に
共
通
せ
る

要
素
で
あ
る
。
こ
れ
を
言
い
換
え
れ
ば
忍
耐
と
な
る
。
そ
も
そ
も
忍
の
字
は
心
が
刃
を
い
た
だ
き
た
る
形
な
れ
ば
、
余
は
心
が
武
装

し
て
い
る
の
で
あ
り
と
し
、
戦
時
に
は
身
に
武
装
を
つ
け
、
平
時
に
は
心
に
武
装
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
て
そ
の
平
時

の
武
装
は
忍
耐
の
刀
で
あ
る
。
こ
れ
を
心
に
着
け
、
百
難
を
排
し
て
勇
進
活
動
す
べ
き
も
の
と
思
う
。（
同
前
、
三
三
五
～
三
三
六

頁
）

　

忍
耐
の
忍
の
字
は
、
心
に
刃
を
い
た
だ
い
て
い
る
形
で
、
心
の
武
装
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
心
に
忍
耐
の
刀
を
擁
し
て
、
ど
ん
な

に
困
難
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
、「
百
難
を
排
し
て
勇
進
活
動
す
べ
き
」
だ
と
言
う
の
で
す
。
こ
こ
に
、「
自
彊

不
息
」
を
「
言
い
換
え
れ
ば
忍
耐
と
な
る
」
と
あ
り
ま
す
。
奮
闘
努
力
に
忍
耐
は
つ
き
も
の
な
の
で
す
。
そ
の
こ
と
は
よ
く
了
解
し
て
お

い
て
、
人
生
に
取
り
組
む
べ
き
で
し
ょ
う
。
よ
く
「
な
ら
ぬ
堪
忍
、
す
る
が
堪
忍
」
と
も
言
い
ま
す
。
少
々
苦
し
い
こ
と
を
我
慢
し
て
事

に
対
処
し
て
い
く
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
だ
忍
耐
と
は
言
え
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
う
我
慢
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
を
、
な
お
歯
を
食
い
縛
っ
て
我
慢
し
て
い
く
の
が
、
忍
耐
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。

　

以
下
、
円
了
が
い
か
に
忍
耐
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
か
、
そ
の
例
を
二
、
三
、
掲
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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忍
耐
の
舟
に
さ
お
さ
し
て
立
身
の
海
を
渡
る
、
成
功
の
馬
に
む
ち
う
ち
て
成
功
の
山
に
登
る
。
忍
に
内
外
有
り
、
内
忍
は
も
っ
て
心

を
制
し
、
外
忍
は
も
っ
て
事
を
裁
く
。
わ
が
心
は
刀
の
ご
と
し
、
そ
の
利
な
る
こ
と
百
難
を
断
つ
。
わ
が
腕
は
鉄
の
ご
と
く
、
そ
の

堅
き
こ
と
万
難
に
耐
う
。
勉
強
と
忍
耐
と
は
よ
く
寸
陰
を
変
じ
て
尺
金
と
な
る
、
ま
た
赤
土
を
練
り
て
黄
金
と
化
す
。
百
戦
百
勝
は

一
の
忍
耐
に
し
か
ず
、
万
言
万
当
は
一
の
誠
実
に
し
か
ず
。
倹
の
薬
は
貧
病
を
医
し
、
忍
の
力
は
情
魔
を
断
つ
。
わ
か
き
時
も
し
荒

怠
せ
ば
、
老
後
の
悔
い
か
ん
。
意
馬
ひ
と
た
び
む
ち
う
ち
て
去
り
、
身
を
お
ど
ら
し
敵
中
に
入
る
。
刀
を
代
え
て
忍
耐
を
ふ
る
い
、

奮
闘
し
て
成
功
を
み
る
。
向
上
の
路
い
ず
れ
の
と
こ
ろ
ぞ
。
雲
深
く
し
て
関
を
見
ず
、
お
も
む
ろ
に
行
き
て
つ
と
め
て
や
ま
ず
、
認

め
得
た
り
成
功
の
山
。（
同
前
、
三
三
六
～
三
三
七
頁
）

　

こ
こ
に
あ
る
「
勉
強
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
学
習
の
こ
と
で
は
な
く
て
、
で
き
そ
う
も
な
く
て
も
あ
え
て
「
勉
め
強
い
て
」
行
う
と
い
う

こ
と
で
す
。
別
の
言
葉
で
言
え
ば
、
努
力
精
進
と
い
う
こ
と
で
す
。
忍
耐
と
誠
実
、
そ
し
て
倹
約
が
、
人
生
の
成
功
の
鍵
で
あ
る
と
言
っ

て
い
ま
す
。

　
　

忍
耐
の
刀
は
艱
難
の
路
を
排
し
、
倹
約
の
薬
は
貧
苦
の
病
を
除
く
。

　
　

立
身
の
要
道
は
忍
耐
に
在
り
、
成
功
の
秘
訣
は
忠
実
に
在
り
、
公
徳
は
本
こ
れ
富
強
の
礎
、
忍
耐
は
お
の
ず
か
ら
繁
栄
の
柱
と
な
る
。

　
　

辛
抱
の
棒
で
怠
惰
の
鬼
を
打
て

　
　

人
生
の
荷
物
を
か
つ
ぐ
天
秤
は
、
た
だ
辛
抱
の
一
棒
と
知
れ
（
以
上
、
同
前
、
三
三
六
頁
）

　
　

一
時
の
僥
倖
を
望
む
よ
り
は
、
む
し
ろ
心
常
に
楽
し
む
を
期
せ
よ
。
人
心
あ
る
い
は
暗
あ
り
、
良
心
と
き
に
光
を
放
つ
。
暗
夜
の
灯

台
の
ご
と
く
、
霧
海
の
磁
針
に
似
た
り
。
人
生
の
海
を
渡
る
も
の
、
こ
の
心
に
照
し
て
進
み
、
正
直
を
守
り
て
行
か
ば
、
必
ず
や
目

的
地
に
達
せ
ん
。
と
き
に
あ
る
い
は
失
敗
す
る
有
る
も
、
一
時
の
後
に
必
ず
成
る
。
百
の
銅
鉄
あ
り
と
い
え
ど
も
、
一
の
黄
金
に
し

か
ず
。
百
の
計
術
あ
り
と
い
え
ど
も
、
一
の
正
直
に
し
か
ず
。
正
直
の
左
右
に
は
、
勤
倹
あ
り
て
こ
れ
に
し
た
が
う
。
勤
な
ら
ず
倹
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な
ら
ざ
る
も
の
は
、
不
正
直
よ
り
起
こ
り
、
富
貴
利
達
す
る
も
の
は
、
勤
倹
の
招
致
す
る
と
こ
ろ
。
身
を
守
る
に
勤
倹
を
も
っ
て
す

れ
ば
、
な
ん
ぞ
身
の
立
た
ざ
る
あ
ら
ん
。
家
を
治
む
る
に
勤
倹
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
な
ん
ぞ
家
の
興
ら
ざ
る
あ
ら
ん
。
勤
倹
は
忍
耐

を
要
す
。
忍
耐
は
そ
の
本
と
な
る
。
正
を
守
り
て
動
ぜ
ず
。
艱
苦
を
排
し
て
進
む
。
百
た
び
折
す
る
も
撓
ざ
る
も
の
は
、
ま
こ
と
に

こ
れ
忍
耐
た
り
。
忍
な
く
耐
え
る
な
き
も
の
は
、
人
の
身
の
骨
な
き
ご
と
く
、
骨
な
け
れ
ば
足
立
た
ざ
る
な
り
。（「
明
治
実
語
教
」、

同
前
、
三
九
四
頁
）

　

こ
こ
で
も
、
正
直
と
勤
倹
と
が
大
事
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
ま
す
。
勤
は
精
進
、
倹
は
倹
約
で
す
。
こ
れ
ら
の
根
本
は
、
忍
耐
だ
と
も

指
摘
し
て
い
ま
す
。「
百
た
び
折
す
る
も
撓
ざ
る
も
の
は
、
ま
こ
と
に
こ
れ
忍
耐
た
り
」
と
あ
る
言
葉
に
は
、
私
も
感
銘
を
深
く
す
る
も

の
で
す
が
、
同
時
に
ど
こ
か
円
了
自
身
の
実
感
が
に
じ
み
出
て
い
ま
す
。
円
了
も
数
々
の
苦
難
（
台
風
に
よ
る
完
成
間
近
の
校
舎
の
倒
壊
、

哲
学
館
事
件
と
い
う
文
部
省
の
不
当
な
弾
圧
、
延
焼
に
よ
る
校
舎
の
消
失
等
々
）
に
遭
遇
し
、
そ
の
た
び
に
達
観
の
内
に
そ
れ
ら
を
乗
り

越
え
て
き
た
の
で
し
た
。

　

次
は
、
有
名
な
「
徳
川
家
康
の
遺
訓
」
を
改
作
し
た
も
の
で
す
。

　
　

人
の
一
生
は
重
荷
を
負
う
て
、
遠
き
路
を
行
く
が
ご
と
し
、
倦
怠
す
べ
か
ら
ず
。
百
難
の
道
に
横
た
わ
る
あ
ら
ば
、
排
除
し
て
進
む

べ
し
。
心
に
成
功
を
期
し
て
奮
闘
せ
よ
。
た
と
え
失
敗
す
る
も
、
落
胆
す
る
な
か
れ
。
最
後
の
勝
利
は
、
堅
忍
不
撓
の
人
に
帰
す
べ

し
。
憤
怒
は
立
身
の
基
、
小
憤
を
捨
て
て
大
怒
を
と
れ
。
災
害
は
か
え
っ
て
刺
激
剤
と
な
る
。
国
の
た
め
世
の
た
め
に
は
、
己
の
力

の
あ
ら
ん
限
り
を
尽
く
せ
。
た
お
る
る
ま
で
活
動
す
る
こ
そ
、
吾
人
の
本
分
な
れ
。
善
事
に
あ
た
り
て
は
師
に
譲
る
な
、
過
ぎ
た
る

は
及
ば
ざ
る
に
勝
れ
り
。（
同
前
、
三
三
九
頁
）
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（
六
）
人
生
七
十
、
な
お
青
年

　

私
は
、
東
洋
大
学
の
学
長
を
退
任
す
る
と
同
時
に
、
東
洋
大
学
も
退
職
し
ま
し
た
。
あ
と
は
余
生
で
、
い
か
に
楽
し
く
過
ご
そ
う
か
と

い
う
時
期
に
入
っ
て
き
ま
し
た
が
、
円
了
は
老
後
は
あ
ま
り
活
動
せ
ず
、
穏
や
か
に
過
ご
そ
う
な
ど
と
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

お
そ
ら
く
、
生
涯
、
現
役
を
め
ざ
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
円
了
の
生
き
方
に
接
し
ま
す
と
、
私
も
ぼ
や
ぼ
や
し
て
い
る
場

合
で
は
な
い
ぞ
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
ア
メ
リ
カ
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
四
か
月
、
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
非
常
に
感
心
し
た
の
は
、
自
分
は
も
う

年
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
を
言
う
人
は
誰
も
い
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
老
人
に
な
っ
て
か
ら
で
も
、
こ
れ
か
ら
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
修
得

す
る
の
だ
と
か
、
皆
さ
ん
と
て
も
前
向
き
で
し
た
。
日
本
人
は
と
か
く
老
齢
に
な
る
と
隠
居
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
が
ち
で
す
が
、

円
了
は
違
い
ま
し
た
。
生
涯
、
青
年
の
つ
も
り
で
い
る
、
と
高
ら
か
に
宣
言
し
て
い
ま
す
。
以
下
の
言
葉
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

つ
ま
り
人
生
は
楽
観
し
て
奮
闘
す
べ
き
舞
台
で
あ
る
。
決
し
て
万
事
を
悲
観
し
て
光
陰
を
徒
消
す
べ
き
も
の
で
な
い
。
諺
に
「
運
は

寝
て
待
て
」
と
い
う
は
、
大
い
な
る
心
得
違
い
で
あ
る
。「
運
は
練
っ
て
待
て
」、
ま
た
ウ
ン
ト
働
い
て
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ

れ
に
つ
き
て
も
余
の
よ
み
た
る
句
が
あ
る
。

　
　
　
　

生
き
て
い
る
間
に
ウ
ン
ト
働
き
て
、
死
ん
で
ユ
ッ
ク
リ
休
め
世
の
人

　
　
　
　

運
々
と
空
し
く
運
を
待
つ
よ
り
も
、
ウ
ン
ト
勇
み
て
ウ
ン
ト
働
け

　
　
　
　

朝
寝
す
る
な
ら
死
ん
で
後
、
仕
事
す
る
な
ら
若
い
と
き

　
　

よ
っ
て
余
は
人
生
七
十
な
お
青
年
と
唱
え
、
生
涯
青
年
の
心
得
で
活
動
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
の
主
義
で
あ
る
。
ま
た
十
六
丁
主
義
お

よ
び
三
十
二
丁
主
義
を
唱
え
て
い
る
。
十
六
丁
主
義
と
は
口
も
八
丁
、
手
も
八
丁
、
合
わ
せ
て
み
れ
ば
十
六
丁
で
あ
る
。
も
し
こ
れ

に
目
も
八
丁
、
足
も
八
丁
を
加
う
れ
ば
三
十
二
丁
と
な
る
。
け
だ
し
吾
人
は
人
生
は
夢
に
あ
ら
ず
と
心
得
、
社
会
は
わ
が
活
動
の
舞
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台
、
奮
闘
の
戦
場
と
承
知
し
、
極
力
活
動
奮
闘
す
る
を
も
っ
て
人
生
の
本
務
、
吾
人
の
天
職
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。（
同
前
、
三

一
六
～
三
一
七
頁
）

　
　

余
は
今
す
で
に
白
髪
の
老
翁
と
な
り
た
る
も
、
心
は
な
お
青
年
の
つ
も
り
に
て
自
ら
口
に
奮
闘
活
動
主
義
を
唱
う
る
の
み
な
ら
ず
、

実
際
に
お
い
て
自
彊
不
息
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
十
六
丁
主
義
、
三
十
二
丁
主
義
を
実
行
し
て
い
る
。
そ
の
自
ら
実
行
し
て
い
る
有
様

を
語
に
作
り
詩
に
賦
し
て
人
に
示
し
、
こ
と
に
青
年
に
与
え
て
奮
闘
を
勧
め
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

　
　

笑
う
に
堪
え
た
り
世
間
白
頭
を
嘆
く
を
、
わ
が
生
、
老
後
も
未
だ
か
つ
て
休
ま
ず
、
堂
々
た
る
意
気
だ
れ
か
よ
く
圧
せ
ん
、
一
喝
ま

さ
に
呑
ま
ん
と
す
る
五
大
州
。

　
　

東
に
去
り
西
に
来
る
、
知
り
ぬ
幾
年
ぞ
、
壮
心
一
片
、
老
い
て
ま
す
ま
す
堅
し
、
微
力
な
る
も
い
さ
さ
か
皇
運
を
た
す
け
ん
と
欲
す
、

は
る
か
に
上
る
南
洋
万
里
の
船
。（
同
前
、
三
一
八
頁
）

　

以
上
、
老
い
て
も
な
お
大
変
な
意
気
で
す
ね
。
口
八
丁
・
手
八
丁
に
、
さ
ら
に
目
八
丁
・
足
八
丁
も
加
え
る
と
い
う
、
三
十
二
丁
主
義

と
は
傑
作
で
す
。
死
ぬ
間
際
ま
で
、
は
た
ら
い
て
、
は
た
ら
い
て
、
は
た
ら
き
抜
い
て
、
そ
し
て
死
ん
で
か
ら
ゆ
っ
く
り
休
む
と
い
う
の

が
、
円
了
の
人
生
観
で
し
た
。

　

特
に
老
境
に
入
っ
て
き
た
私
と
し
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
円
了
の
言
葉
に
は
、
あ
ら
た
め
て
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
お
話
で
、
皆
さ
ん
も
元
気
を
も
ら
え
た
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
前
の
文
に
あ
っ
た
「
け
だ
し
吾
人
は
人
生
は
夢
に
あ
ら
ず
と
心
得
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
ま
し
て
、
よ
く
禅
僧
な
ど
が
「
人
生

は
夢
の
ご
と
し
」
等
と
言
う
わ
け
で
す
が
、
円
了
は
、
す
べ
て
を
夢
と
言
え
ば
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
こ
と
を
警
戒
し

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
円
了
は
、
た
と
え
ば
『
仏
教
心
理
学
』
に
お
け
る
第
七
講
の
「
第
二
段　

夢
の
解
釈
」
を
、
次
の
言
葉
を
も
っ
て

結
ん
で
い
ま
す
。
い
か
に
も
活
動
主
義
を
自
ら
の
哲
学
の
帰
結
と
し
た
円
了
ら
し
い
結
論
で
す
。
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故
に
余
は
、
人
生
を
夢
幻
視
す
る
と
同
時
に
、
人
生
を
現
実
視
せ
ん
こ
と
を
望
む
。
こ
れ
を
夢
幻
視
す
る
は
消
極
的
方
面
の
観
察
に

し
て
、
こ
れ
を
現
実
視
す
る
は
積
極
的
方
面
の
観
察
な
り
。
両
方
面
の
観
察
あ
い
待
ち
て
、
始
め
て
転
迷
開
悟
の
要
道
を
説
く
べ
し
。

け
だ
し
余
は
仏
教
の
有
空
中
の
三
段
の
妙
理
は
こ
こ
に
あ
り
て
存
す
る
を
知
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
お
よ
そ
我
人
の
人
間
界
を
観

察
す
る
に
、
初
め
に
消
極
観
を
起
こ
し
て
、
世
上
万
事
夢
の
ご
と
く
幻
の
ご
と
く
、
一
切
み
な
妄
仮
無
実
と
払
い
去
り
、
生
老
病
死

の
苦
厄
、
天
災
人
災
の
患
難
も
、
ま
た
み
な
夢
中
の
妄
境
と
観
じ
き
た
り
、
後
に
積
極
観
を
起
こ
し
て
こ
の
世
界
、
こ
の
人
間
は
元

来
、
真
如
よ
り
開
発
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
わ
れ
も
人
も
み
な
真
如
の
化
身
分
体
に
し
て
、
そ
の
見
る
と
こ
ろ
の
諸
象
も
、
そ
の
お

る
と
こ
ろ
の
諸
境
も
、
み
な
現
実
に
し
て
虚
妄
に
あ
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
即
身
是
仏
、
此
土
寂
光
と
悟
達
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
あ
あ
、

我
人
は
無
始
時
来
、
生
死
露
頭
の
迷
人
な
る
と
同
時
に
、
久
遠
劫
来
、
涅
槃
界
裏
の
真
人
な
り
と
は
、
あ
に
不
思
議
中
の
不
思
議
に

あ
ら
ず
や
。
こ
れ
実
に
哲
理
の
妙
致
、
宗
教
の
玄
旨
な
れ
ば
、
よ
ろ
し
く
深
く
味
わ
い
て
感
得
す
べ
し
。（『
選
集
』
第
一
〇
巻
、
一

〇
九
頁
）

お
わ
り
に

　

最
後
に
、
非
常
に
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
ご
紹
介
し
て
私
の
お
話
を
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
話
で
す
。

　

円
了
は
、
あ
る
と
き
、
信
州
に
遊
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
、
そ
の
折
り
、
嶮
し
い
山
路
を
上
っ
て
い
て
、
渓
流
の
中
央
に
一
つ
の

大
き
な
岩
石
が
あ
る
の
を
見
ま
し
た
。
そ
こ
で
円
了
は
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
巌い

わ
おは
、
ど
ん
な
洪
水
で
も
流
さ
れ
ま
い
と
い
う
と
、
案
内

者
は
、
い
え
洪
水
の
た
び
に
だ
ん
だ
ん
上
に
あ
が
っ
て
い
く
の
で
す
、
と
答
え
ま
し
た
。
円
了
は
そ
ん
な
ば
か
な
こ
と
が
あ
る
も
の
か
と
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思
っ
た
の
で
す
が
、
案
内
者
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
洪
水
の
と
き
、
激
流
が
上
の
ほ
う
よ
り
こ
の
岩
を
打
っ
て
来
る
。
そ
の
と
き
、
こ
の
大
岩
の
底
に
あ
た
っ
て
お
る
泥
や
小
石
は
、
上

の
ほ
う
か
ら
取
り
去
ら
れ
る
ゆ
え
、
こ
の
大
岩
は
上
の
ほ
う
へ
こ
ろ
り
と
転
ず
る
。
か
よ
う
な
具
合
で
、
だ
ん
だ
ん
大
岩
は
上
の
ほ
う
へ

の
ぼ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
大
岩
も
先
年
ま
で
は
、
も
っ
と
下
の
ほ
う
に
あ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
こ
の
前
の
洪
水
の
折
り
に
こ
こ
ま
で
の

ぼ
っ
た
の
で
あ
る
。」

　

こ
の
話
を
聞
い
て
、
円
了
は
次
の
よ
う
に
思
っ
た
そ
う
で
す
。「
ほ
か
の
小
石
や
泥
は
、
逆
流
に
対
す
れ
ば
み
な
流
さ
れ
て
し
ま
う
の

に
、
大
岩
の
み
は
漸
次
に
上
に
の
ぼ
る
と
い
う
は
、
味
あ
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
男
児
、
よ
ろ
し
く
こ
の
大
岩
の
ご
と
き
確
固
不
抜
の
大

盤
石
心
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
逆
流
に
対
す
れ
ば
小
石
は
流
れ
る
。
逆
運
に
対
す
れ
ば
常
人
は
萎
縮
す
る
。
け
れ
ど
も
大
丈
夫
た
る
も
の

は
、
逆
境
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
逆
運
が
は
げ
し
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
い
よ
い
よ
ま
す
ま
す
奮
っ
て
進
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。」

　

円
了
は
こ
の
話
自
体
も
他
の
人
び
と
に
話
し
た
よ
う
で
、
そ
れ
を
書
に
し
た
た
め
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
を
受
け
、
次
の
句
を
作
っ
て
書

い
た
の
で
し
た
。「
大
石
は
逆
流
に
さ
か
の
ぼ
り
、
大
人
は
逆
運
に
上
る
。」（「
わ
が
決
心
を
固
め
た
る
教
訓
」、『
甫
水
論
集
』、『
選
集
』

第
二
五
巻
、
三
一
二
～
三
一
三
頁
）

　

皆
さ
ん
も
日
々
の
生
活
の
中
で
、
時
に
逆
境
と
い
う
よ
う
な
事
態
に
出
会
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
、
忍
耐
の
心
の
も
と

に
、
け
っ
し
て
負
け
て
し
ま
う
こ
と
な
く
、
そ
の
こ
と
を
契
機
に
か
え
っ
て
人
間
的
に
成
長
し
て
よ
り
大
き
な
人
間
に
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
心
よ
り
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
で
、
本
日
の
私
の
お
話
を
終
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
清
聴
、
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
編
者
付
記
）
本
稿
は
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
四
月
十
七
日
の
大
倉
山
講
演
会
に
お
け
る
「
井
上
円
了
の
活
動
主
義
に
つ
い
て
」（
横
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浜
市
大
倉
山
記
念
館
ホ
ー
ル
）
と
題
す
る
講
演
録
に
、
加
筆
修
正
を
加
え
て
成
稿
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
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